
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水
力
、
地
熱

企
業
の
活
用
広
が
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
に
も

グリーン電力

未利用の資源に注目
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
へ

自
然
の
力
で
発
電

　バイオマスのエネルギー利用が加速してきた。そ
の代表例がバイオガスだ。下水汚泥や食品残さなど
の有機物を発酵し、発生するメタンが主成分の可燃
性ガスであり、未利用のエネルギーとして活用促進
が期待されている。バイオガス利用では、東京ガ

ス、大阪ガスの都市ガス大手２社が都市ガス導管へ
の注入を開始。地域から発生する廃棄物をエネルギ
ーに転換し、地域に供給する循環型モデルが動きだ
している。小水力、地熱などを活用した再生可能エ
ネルギーも注目されている。

都市ガス２社が本格導入食品廃棄物リサイクル促す

　
　
バ
イ
オ
ガ
ス

途上国とオフセットＣＯ２削減効果売り込み

▲バレーボールの試
合にグリーン電力を
利用 サントリーホ
ールディングス

　
２
０
１
０
年

月
、
バ
イ

オ
ガ
ス
が
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。
大
阪
ガ
ス
、
神

鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、

神
戸
市
は
下
水
汚
泥
か
ら
発

生
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
の
導
管

へ
の
注
入
を
始
め
た
。
下
水

処
理
場
の
東
灘
処
理
場
で
発

生
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
の
メ
タ

ン
濃
度
を
高
め
て
、
都
市
ガ

ス
仕
様
に
精
製
し
、
供
給
し

て
い
る
。
導
入
量
は
年
間
約

万
立
方

で
、
約
２
０
０

０
戸
の
家
庭
が
１
年
間
に
使

用
す
る
ガ
ス
量
に
相
当
す

る
。
年
間
の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
は
約

１
２
０
０

に
上
る
。

　
も
と
も
と
神
戸
市
と
神
鋼

環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
処

理
場
で
発
生
し
た
バ
イ
オ
ガ

ス
を
精
製
し
、
天
然
ガ
ス
車

へ
の
利
用
を
行
っ
て
い
た
。

年
度
に
大
阪
ガ
ス
を
メ
ン

バ
ー
に
加
え
、
都
市
ガ
ス
へ

の
利
用
検
討
を
進
め
、
性
能

確
認
を
踏
ま
え
、
導
管
へ
の

注
入
が
始
ま
っ
た
。

　

年
１
月
に
は
東
京
ガ
ス

と
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
が
食
品

残
さ
由
来
の
バ
イ
オ
ガ
ス
を

ガ
ス
導
管
に
注
入
し
始
め

た
。
導
入
量
は
大
阪
ガ
ス
と

同
じ
年
間
約

万
立
方

で
、
約
１
３
６
０

の
Ｃ
Ｏ

２
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
収
集
さ
れ
た
食
品
残
さ
を

破
砕
、
選
別
、
調
整
し
、
発

酵
さ
せ
る
。
得
ら
れ
た
ガ
ス

は
精
製
装
置
に
運
ば
れ
、
熱

量
調
整
や
ガ
ス
の
臭
い
付
け

を
行
っ
た
上
で
、
圧
縮
装
置

を
用
い
て
注
入
す
る
。
バ
イ

オ
エ
ナ
ジ
ー
の
城
南
島
食
品

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
、
バ
イ

オ
ガ
ス
精
製
装
置
な
ど
の
設

備
を
構
え
、
運
用
し
て
い

る
。

　
バ
イ
オ
ガ
ス
の
都
市
ガ
ス

化
は
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
加
え
、
廃
棄
物
処

理
に
対
す
る
効
果
も
大
き

い
。
食
品
残
さ
を
例
に
と
れ

ば
、
ガ
ス
と
い
う
利
用
先
が

確
保
さ
れ
れ
ば
、
食
品
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
強
力
に

後
押
し
す
る
原
動
力
と
な

る
。

　
食
品
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク

ル
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
先
と

し
て
肥
料
や
飼
料
に
な
る
ケ

ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。
肥

料
・
飼
料
化
自
体
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
生
活

に
必
要
な
ガ
ス
と
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
転
換
さ
れ
る
こ
と

で
汎
用
性
が
高
ま
る
の
は
明

ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、
バ

イ
オ
マ
ス
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
特
徴
を
持
つ
Ｃ

Ｏ
２
ゼ
ロ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

積
極
的
な
利
用
は
地
球
温
暖

化
対
策
に
有
効
な
手
段
と
い

え
る
。

　
都
市
ガ
ス
大
手
２
社
の
取

り
組
み
が
、
下
水
汚
泥
や
食

品
残
さ
を
円
滑
に
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
定

着
す
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
対

策
と
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
促

進
の
一
石
二
鳥
が
期
待
で

き
る
。

　
ま
た
、
下
水
汚
泥
や
食
品

残
さ
は
ど
の
地
域
で
も
発
生

す
る
廃
棄
物
で
あ
り
、
そ
の

資
源
を
も
と
に
生
み
出
さ
れ

る
バ
イ
オ
ガ
ス
の
利
用
は
場

所
を
選
ば
な
い
。
同
じ
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
風

力
は
風
況
に
優
れ
た
場
所
に

立
地
す
る
の
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
り
、
ど
こ
で
も
利

用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

太
陽
光
も
風
力
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
設
置
し
た
地
域
で
発

電
量
に
差
が
生
じ
る
。
ど
こ

で
も
利
用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
で
あ
る
の
が
バ
イ
オ
マ

ス
で
あ
り
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
取
り
組
み
の
好

事
例
が
バ
イ
オ
ガ
ス
だ
。

　
さ
ら
に
、
大
阪
ガ
ス
の
よ

う
に
都
市
交
通
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
運
輸
部
門
に

お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に

も
効
果
を
発
揮
す
る
。
バ
イ

オ
ガ
ス
の
都
市
ガ
ス
利
用

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
に
加
え
、
そ
の

地
域
の
環
境
性
を
押
し
上
げ

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て

い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
利
用
さ

れ
つ
つ
あ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
で

あ
る
が
、
企
業
で
も
飲
料
メ

ー
カ
ー
を
中
心
に
バ
イ
オ
ガ

ス
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
は
製
造
に
関
係
し
な
い
も

の
も
含
め
て

全
工
場
で
使

用
す
る
電
力

の
９
％
を
バ

イ
オ
ガ
ス
発

電
で
賄
っ
て

い
る
。
微
生

物
を
用
い
た

嫌
気
性
排
水

処
理
で
副
次

的
に
発
生
す

る
メ
タ
ン
ガ

ス
を
発
電
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

に
利
用
、
工

場
の
エ
コ
化

に
寄
与
し
て

い
る
。

　
一
方
、
発
電
設
備
そ
の
も

の
を
持
た
な
く
て
も
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す

る
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
が
グ

リ
ー
ン
電
力
証
書
の
活
用
。

太
陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ

ス
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
た
電
力

が
グ
リ
ー
ン
電
力
だ
。
そ
の

電
力
の
環
境
価
値
を
「
証

書
」
と
い
う
形
で
表
し
た
の

が
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
。
証

書
発
行
事
業
者
が
第
三
者
機

関
の
認
証
を
得
て
発
行
す

る
。
そ
の
証
書
を
購
入
す
る

こ
と
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
た
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
購
入
者
が
支

払
う
費
用
は
証
書
発
行
事
業

者
を
通
じ
て
発
電
設
備
の
維

持
・
拡
大
な
ど
に
利
用
さ
れ

る
。

　
グ
リ
ー
ン
電
力
は
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
で
の
利
用
が
目
立
っ

て
い
る
。
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
ユ
ニ
ー

ク
な
所
で
の
利
用
を
進
め
て

い
る
。
そ
れ
が
企
業
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化
施
設
だ
。
ラ
グ
ビ

ー
「
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
」
と
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
「
Ｖ
リ
ー
グ
」

の
チ
ー
ム
が
行
う
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
で
利
用
し
て
い
る
ほ

か
、

年
１
月
か
ら
コ
ン
サ

ー
ト
専
用
ホ
ー
ル
「
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
」
や
サ
ン
ト
リ

ー
美
術
館
で
の
導
入
も
始
め

た
。

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
内
貴

研
二
エ
コ
戦
略
部
長
は
「
企

業
ス
ポ
ー
ツ
や
美
術
館
・
ホ

ー
ル
と
い
っ
た
文
化
施
設

は
、
お
客
さ
ま
や
フ
ァ
ン
の

方
と
直
接
つ
な
が
る
大
切
な

接
点
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
環

境
に
対
す
る
企
業
姿
勢
を
知

っ
て
も
ら
え
れ
ば
活
動
の
意

義
は
一
層
深
ま
る
と
思
う
」

と
話
す
。

　
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み

を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

利

害
関
係
者

に
伝
え
る
こ
と

は
企
業
に
と
っ
て
大
事
な
活

動
。
消
費
者
と
の
距
離
の
近

い
商
品
を
手
が
け
る
企
業
で

あ
れ
ば
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
に
限
ら
ず
、
よ
り
広
範
に

伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
訴
求

す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
一
つ
と

し
て
企
業
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

施
設
を
活
用
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２
除
去
装
置

東
京

ガ
ス

　
多
種
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
用
い
て
生
み
出
さ
れ
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

ほ
か
に
も
あ
る
。

　
小
水
力
発
電
は
自
治
体
を

中
心
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
地
域
の
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
も
の
で
、

浄
水
場
や
農
業
用
水
な
ど
の

水
流
を
利
用
し
た
発
電
を
狙

っ
て
い
る
。
大
き
な
工
場
の

工
業
用
水
に
よ
る
水
の
落
差

に
着
目
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
政
府
や
企
業

が
注
目
し
て
い
る
の
が
、
地

熱
を
利
用
す
る
発
電
。
経
済

産
業
省
は
途
上
国
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
日
本
企
業
の
持
つ

技
術
や
製
品
の
導
入
に
よ
っ

て
削
減
し
、
途
上
国
の
分
を

日
本
の
削
減
量
に
充
当
す
る

二
国
間
オ
フ
セ
ッ
ト
の
対
象

分
野
の
一
つ
に
選
定
。
地
熱

発
電
に
よ
る
オ
フ
セ
ッ
ト
の

事
業
化
調
査
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
始
め
て

い
る
。
企
業
で
は
発
電
設
備

を
手
掛
け
る
電
機
メ
ー
カ
ー

や
、
鉱
山
の
掘
削
技
術
な
ど

を
持
つ
非
鉄
大
手
、
大
手
商

社
な
ど
が
地
熱
発
電
事
業
の

拡
大
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
太
陽
熱
利
用
も

存
在
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
が
高

く
、
太
陽
光
が
十
数
％
で
あ

る
の
に
対
し
、

％
以
上
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
可
能
。

し
か
し
認
知
度
で
劣
る
の
が

実
態
だ
。
こ
う
し
た
中
、
東

京
ガ
ス
は
太
陽
熱
利
用
機
器

を
設
置
し
た
社
宅
の
一
室
を

体
験
ル
ー
ム
と
し
て
用
意
。

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
に
シ

ス
テ
ム
を
見
て
も
ら
う
ほ

か
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
効
果

や
光
熱
費
へ
の
貢
献
度
に
つ

い
て
事
例
を
交
え
て
解
説
、

実
機
を
用
い
て
有
用
性
を
訴

え
る
。
「
実
際
に
物
を
見
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

大
き
い
」
。
リ
ビ
ン
グ
企
画

部
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
グ
ル
ー
プ
の
榎

本
奈
津
子
主
幹
は
、
体
験
ル

ー
ム
の
意
義
を
こ
う
話
す
。

　
社
宅
に
太
陽
熱
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
効
果
を
検
証

東
京
ガ
ス

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）


